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令和３年４月１日

【令和３年度】 予定価格事後公表の対象工事変更について

※ 令和２年度までは、予定価格６億円（税込）以上の電子入札が対象

対象工事は、入札公告時に予定価格が事前公表されませんので、御注意願います。

※再度の入札を実施する場合は、電子入札システム（ＣＡＬＳ／ＥＣ）から通知があります。

◆ 再度の入札は、１回目の入札の内容によって、参加できない場合があります。

１回目の入札金額が失格基準価格未満の価格だった。 … 再度の入札に参加できません。

１回目の入札に参加しなかった。 … 再度の入札に参加できません。

◆ 次の場合は、再度の入札に参加できます。

１回目の入札金額が、予定価格を超過した。 … 再度の入札に参加できます。

１回目の入札で添付した内訳書の内容を間違えた。 … 再度の入札に参加できます。

【参考】

再度の入札は、１回目の入札で、落札者がいなかった場合に実施します。

必ずしも、「再度の入札を実施」＝「全員の入札金額が予定価格超過」ではありません。

例：３者入札に参加した。Ａ社、Ｂ社の入札金額は予定価格超過である。Ｃ社の入札金額

は、予定価格以下で低入札調査基準価格以上であった。本来であればＣ社が落札となる

が、内訳書の記載不備でＣ社の入札が無効、落札者不在により再度の入札となった。

※ 電子入札システムは、「再度の入札」を通知する際、１回目の入札時の最低金額を自動

的に表示します。この金額は、「入札金額自体は有効な範囲内であっても、書類不備によ

り、１回目の入札が無効になった」場合も、自動的に表示されるため、御注意ください。前

述の例の場合、Ｃ社の入札金額が電子入札システムに表示されます。

～入札金額の入力や内訳書の記載誤りには、十分に御注意ください。～

令和３年４月１日以降に公告する予定価格４億円（税込）以上の建設工事（総合

評価方式）の電子入札は、予定価格を落札決定の後に公表します。

【再度の入札について】

予定価格を事後公表する入札で、１回目の入札で落札者が決定しない場合は、

原則、翌日に、２回目の入札（＝「再度の入札」）を実施します。


